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　東京・高田馬場にはミャンマー料理店
や 雑貨店が集まるミャンマー街がありま
す。その高田馬場で「日本ミャンマー・カ
ルチャーセンター」を主宰する所長のマ
ヘーマーさんにお話を聞かせていただき
ました。

流暢で美しい日本語を話されますが、交
流センターで学ばれたのですか？
　私が16歳頃でしたが、ミャンマーの寺院
の僧侶から英会話を習っていました。その
時、黒板に書かれていた日本語を見て興味
を持ちました。日本人の観光客もたくさん来
ていたので「日本語が話せたらカッコイイ｣と
いう憧れがありました。そこで半年くらい勉
強しました。その後、日本に来てからは川崎
市国際交流センターの他に日本語教室にも
通い中央大学に入学しました。

来日した時の印象は？
　近代化されていて清潔感溢れるきれいな
国だと思いました。人々も映画の中に出てくる
ようなおしゃれな恰好をしていると感じまし
た。信号待ちや電車に乗るときに割り込まな
い様子を見て礼儀正しいとも思いました。

このカルチャーセンターを作るきっかけ
は？
　日本に来ているミャンマー人に
は日本語を話せる人があまりいな
いので、生活面でのサポートが
必要だと思いました。役所や銀
行の手続き、家を借りること、病
院にかかること…これらをサ
ポートする（ここに来れば大丈
夫という）場所を作りたかった
のです。
　教育面では、日本で生ま
れ育ったミャンマー人の子ど
もたちにアイデンティティー
を持って生きていくことを
教育する必要性がありま
す。また親の都合で、突然
日本に来た子どもたちの

（ペルー・リマ市在住）

　実際には伝統的な手法による泥
染は昔より困難になっている。森の
環境が変わり泥染の染料が手に入
りにくくなった。自給自足の生活が
崩れ、いろいろなことにお金がかか
る。好景気に沸くペルーは物質的
に豊かになり、町に出れば仕事に
ありつける。地味な伝統工芸を喜
んで受け継ぐ若者は少ない。

伝統を守るために
　シピボ族の泥染を守るために私
に何ができるのか。どうあるべき
か、どう進むべきかと悩みながらも
シピボ族との付き合い続け、彼ら
が作る泥染め布をひたすら買い取
ることで生活を支えた。私が買い
取ることをやめれば、彼らの生活が
成り立たなくなり、泥染めを作らな
くなるだろう。やがて泥染の伝統
は途絶えてしまう。
　「支援って何だろう」とずっと考
えてきた。「その時にできることを、
無理のない範囲でずっと続けるこ
と」これが私の答え。支えるために
「変える」必要はない。
　移り変わりの激しいこの時代
に、森で暮らすシピボ族の人々が、
何を大事に思い、どこへ向かうの
か、彼らが進む道を静かに見守り、
できる限り支えていきたい。

（文・写真提供：馬場 綾さん）

http://amazon-dorozome.com/index.html
（泥染めに関するHP）

　南米ペルー・アマゾンの先住民
族シピボ族の女性たちは、すべて
フリーハンドで神秘的な模様を描
く。その模様は、シピボ族の先祖
代々の脳内に刷り込まれてきた、太
古の森からのメッセージなのかも
しれない。

シピボ族との出会い
　15年ほど前、リマの街中でシピ
ボ族の女性と知り合い、一枚の不
思議な模様の布を買った。どんな
風にこの模様が描き染められるの
か自分の目で確かめたくて、シピ
ボ族の住む村を訪れた。
　森の暮らしはとっても素朴で、日
の出とともに起きて日没で仕事を
終える。高床式の簡素な住居、まだ
電気や水道が届いておらず、薪で
火をおこし、魚や主食のバナナを焼
いて食べ、ろうそくの灯しかない
夜、星を眺めて静かに眠った。
　森で彼らの原始的な生活に入っ
てみると、文明社会に生きる我々
が思い出すべき大切なこと、学ぶこ
とは多く、森と共存するための知恵
と野性的な能力を備え持つ彼らに
敬意を感じるようになった。

アマゾンの泥染めの今
　布を染める作業をはじめて見学
した時の驚きは今も忘れられな
い。泥染めは樹皮から抽出される
「タンニン」と、森の奥地から採取
する泥に含まれる「鉄」の化合を利
用する染色手法で、デザインの部
分だけが反応して黒く染まるのが
特徴である。一枚一枚フリーハンド
で描かれる希少価値の高い泥染
布のことを正しく伝えたいという強
い使命感をもった。

▲リマの旧市街

学校生活へのサポー
ト等をしています。大
変なことは日本とミャ
ンマーの考え方の違

いを調整していくことです。私はどちらの立
場も理解できますので難しいです。
　このセンターのもうひとつの目的は、日本
人に対してミャンマーの文化を紹介すること
です。竪琴、踊り、料理、語学教室を行ってい
ます。イベントも年７回行い準備が大変です
が、両国の人々が楽しめるような催しになっ
ています。

昨年３月１１日の震災の時は？
　当日は皆が髙田馬場
のお店に集まって母国に
電話で無事を伝えまし
た。その後は原発の問題
もあり帰国した人も多
かったです。地震や災害
への備えを記されたもの
をミャンマー語に訳して
配りました。
　すべてのトラブルに対
応する「よろず屋相談
所」と言われたこともあり
ます。（笑）

今後の活動は？
　体力も時間も限られています。今の時点
でフル稼働していますので、頑張って現
状維持していきたいです。
http://jmcc.fc2web.com

　刻々とミャンマーでの政治情勢
が変化している今、このセンター
は益々重要な役割を持つこと
と思います。多忙なマヘー
マーさん！これからも日本と
ミャンマーの架け橋として
活躍されることを願ってい
ます。
（取材・文：編集ボランティア　

相沢 明子）
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▲学習の様子

マヘーマーさん（川崎市在住）
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人口：約3000万人
面積：約1,290,000㎢（日本の約3.4倍）
首都：リマ

ペルー

▲シピボ族の集落と泥染め

アマゾンのシピボ族と泥染めを守りたい！
太古の森からのメッセージ


